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「創造的な遊び（アート）」

スイスの精神医学者、Ｃ・Ｇ・ユングは、共同研究者であり、父のように尊敬したフロイトと決別
せざるを得なくなりました。
そのことで、ひどく精神的に苦しんだユングが用いた手法がアート表現でした。
それは、無意識の闇とのすさまじい格闘の中で、何気なく、そして衝動として始めた「創造的な
遊び（アート）」であり、それが思いのほか、ユングの心を救う一筋の光明となったのです。

「無意識な世界を探る」

当初、ユングは円を描き続けていたと言われています。
なぜ円なのかもわからず繰り返し描くその形は、心の状態によってその形が微妙に変わります。
心の内的研究をしているユングにとって、マンダラを描くことは無意識の世界を追うことであり、
ユングはセルフ（自己）と呼ばれる、無意識の中心に導かれていくことを実感したのかもしれま
せん。

後に、ユングは自分の描く円が、チベット仏教の曼荼羅と類似しているという驚くべき発見をし、
円、すなわちマンダラが、心の全体像を表すのではないかという考えに至ります。

東洋の曼荼羅が大宇宙のすべてを表現しているのに対して、ユングのマンダラは心の内部にある
“小宇宙” を表しているというのです。

アート表現をすることを通して、自らの心のバランスを取り戻していったユングは、アートセラ
ピーの創始者の一人と言えるかもしれません。
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